


















6.お わ り に
1.は じめ に
コン ピュー タの進歩 に ともな う社 会の変化,発 展 は目ざ ましい ものが あ る。
軍需兵 器 開発 の機器 として研究 が進 め られ た コン ピュータ は1945年,第二 次
大戦 終戦 の年 に,J.P.エッカー トとJ.W.モ ー ク リー によって2万 本 に も及
ぶ 真 空 管 を駆 使 しENIAC(ElectronicNumericalIntegratedAutomatic
Computer)として出現 した。 それか ら半 世紀 をへ ない今 日まで,技 術 革新 を
支 える血 液 として,欠 くことの出来 ない機器 として の成長 を遂 げた。真 空管 は
トラ ンジス タ ・IC・LSI・超LSIへ とか わ り演算速度 の高速化 は目をみ はるも
のが あ る。
この間,コ ンピュー タのハ ー ドウェアの進 歩 と平行 して コン ピュー タの応用
技術 につ いての研究 も着 々 と進 め られ,デ ザ インの分 野 において もコンピュー
タ の活 用が 盛 ん とな り,CAD(ComputerAidedDesign)・CG(Computer
Graphics)とい う言葉 も日常語 として定 着す るにい た った。 「デザイ ン学」}ζ
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おいて も,コ ン ピュー タの出現以来,そ の関わ りについての研究 は一 つ の大 き
なテーマ として浮 か び上が って きた。 つ ぎにあげるテーマ は,最 近 のコンピュー
タ とデザ インについ ての研究 テーマ を分類 した ものであ る。
・コンピュータのデザ イ ン教 育へ の活 用方法
造形能力 の開発 ・構成教 育CAIシ ステム ・情 報処理 と視覚 デザ イ ンな ど。
・CADシ ステ ムの設計 と開発
画像処理 システ ム と処理 言語 の設計 ・カラーシ ミュレー シ ョンシス テムの
設計 ・スタイ リングデザ イ ンCAD・ レ ンダ リングシステムの開発 な ど。
・コン ピュータ入出力機器 の造形特性 の研 究
CRTの 色彩 出力特性 ・三 次元 デジタイザー の研究 な ど。
・コン ピュータ の援用 に よる造形形式 の分析 と考察
自己相似形 の美 的特性 ・多重反射,透 過,屈 折 によるグロウスモ デルの造
形 ・樹木生成 シ ミュ レー シ ョンの理論 的考察 な ど。
・コン ピュータ の援用 に よるデザイ ン解析 ・デザイ ン評価
コン ピュー タを もちい た作業域評 価 ・動作解析 ・問題解決 の方法論 な ど。
・CGア ル ゴ リズム とCGア ー トの作成.
レイ トレー シ ングアル ゴ リズム ・ジュー コウス キー変換 プ ログラムの作成
との応用作 品の作成 な ど。
この ように,コ ンピュー タ は着 実 にデザイ ン研 究 の分野 に根 付 き援用 の底辺
を拡 げつつ ある。本稿 は この ようなデザイ ンとコンピュータの関わ りの 中で,
CADシ ステ ムの設計 と開発 の思想 をテキ スタイル デザイ ン ・先染 めデザ イン
へ のコ ンピュー タの援用 システム(YarnDyedFabricCADSystem)を通 じ
て述 べ るもので あ る。
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2.コ ン ピ ュ ー タ の 援 用 に よ る デ ザ イ ン
CADは1963年,MITの1.E.Sutherlandを中心 として開発 され たスケ ッ
チパ ッ ド(Sketchpad)によって初 めて世 に出て以来,わ が国で も導入 は積 極
的 に進 め られ て きた。 しか しCADの 導 入 の過程がCAD/CAMと い うセ ッ
トにした考 え方で あったた め,コ ン ピュー タ援用設計 ・製造 として定 着 し,日
本 経済 の高度成 長 に支 えられ,工 場 の無人 化 をはかる 自動生産 ・自動検査 ・自
動搬送 ・自動 梱包 の手段 として のCAMに 引 っ張 られ るような形 で成長 した。
この よ う に生 産 行 程 の合 理 化 か らス ター トした ため に,CADはComputer
AidedDraftingとして の概 念で狭義 に とらえ られ設計 の補助 手段 として,ト
レーサーの為 の道 具 としての扱 い を受 けた。
これ らの考 え方 はサザー ラ ン ドのCADの 開発思想 とは著 し く異 な る。彼の
思 想 はCADは スケ ッチの ための はぎ取 り式の メモ帳 であ りオー トマチ ック ド
ラフ ターで はなか った。 デザイ ンの造形 プ ロセ スをコ ンピュータ とデザイ ナー
のあ いだでCRTを 介 して対話 的 に行 い,複 雑 な計算 や根気 と技術 を必要 とす
る反復作業 の製図 な どはコンピュータ に行 わせ る とい う設計 方法 の提 案で ある。
人 間 の場 合,意 志 を司 るの は知性 と感 性 と精神 だ と言 われて い る1)。知性
(lntelligence)…知 識 ・学 力 ・論 理 的 な 思考 ・分 析 的判 断 ・概 念 的 分析
… と,感 性(Sensibility)…情 緒 ・情 操 ・感情 ・直感 ・印象 ・審美 的 ・芸術
的 素養 ・五 感カ … と,精 神(Spirit)…世 界観 ・人生 観 ・哲 学 ・生 き方 に関
す る信念 ・信 条 ・信仰 ・心 の息吹 ・精神 的姿勢 ・構 え … に よって意 志が決定
しデザイ ンの思想が芽 生 える。 この思想 は造 形的 に は漠 然 とした形 であ り,こ
の 思 想 に,コ ン ピュ ー タ 画像 か ら,640×400(画素)×16×16×16(RGB),
つ ま り約10億Bitの 造形情 報(パ ソコ ンの場合)が 間 断な く提 供 され る。 こ
れ らの情報 と意志 とがイ ンタラクテ ィブに議論 し,人 聞 の才能 と機械 の能力 を









著名 な建 築家 のア トリエ を考 えてみ よう。彼 らのつ く り出す優 れ た作品 の
数々 は彼 らのア トリエのス タ ッフが忙 しそ うに動 き回 り,資 料 を集 め,分 析 し,
図面 を描 き,モ デル を制作 し,世 にでて行 く。建築家 にとって必要 な こ とは,
彼 の創作 に於 け る意志 をスタ ッフに伝 え,対 話 を繰 り返 し,検 討 を加 え ,修 正
しOKの サイ ンを出す こ とであ る。 そ して これ らの作 品が建 築家 の後世 に残 る
作 品 としてつ く り出 され て行 く。 これ らの一連の行為 はCADを つか ったデザ
イ ンメ ソッ ドとなん ら変わ らない。
1982年8月18日か ら3日 間 にわた って開催 され た 「技術 と芸術 の共生 」 を
テー マ とする福 島国際 セ ミナー2)のなか に興味 を引 く報告が あ る。
パ レル モ大学 の建築学科 教授 であるヴ ィッ トリオ ・ウー ゴ はイ ンタ ビューに
答 えて 「私 の家 は,代 々,建 築 の仕事 をして きま した。 私 自身 も,ヨ ー ロ ッパ
の,そ してイタ リア の歴史 的伝 統 を もって ,建 築 の仕事 をしています。マスター
ピースが生 まれ るため には文化 の土壌 の厚 みがな ければな らない ことを,よ く
知 ってい ます。 コ ンピュー タ ・グラフィ ックスが アー トを生 み出す ことにつ い
ては,だ から可 能性 を認 められ ないわ けです。」 また,「技術 信 仰 は,コ ンピュー
タ とその技術 を売 るための,経 済 的 な問題か らきてい るので はないで しょうか。
ア メ リカの ような社会 で は,お びただ しい大量生産 が行われ ,人 々 は選択 の余
地 のない商 品にか こまれてい ます。 科学 技術 が そのため に動員 されでい る。 そ
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うい う技術 文明 のシステム の危険性 を,私 は感 じてい ます。現在 の情報 の量 に
たい して,ア メ リカで は,そ れ を摂取 す る能力 を持 たな いので はな いか と思 い
ます。 なぜな ら,情 報 を選別 し,批 判 的態度 を もっての ぞむ とい う歴史的伝統
が社会的 に内在 しないか らです。」 と述べ てい る。
またMITの コ ンピュータ グラ フィ ックスの教授 であ るニ コラス ・ネグロポ
ンテは 日曜 画家 の復活 と題 して 「未来 の画家,す なわち,一 方 の手 に絵 の具 を
つ けない絵筆 を持 ち,他 方の手で つ まみ をひね りなが ら,仕 事着 とベ レー帽 を
つ けて,左 足 で胡桃 を割 りなが らテ レビジ ョンの画 面 に絵 を描 くとい う予想 は
現実 の もの とな った。」 と将来 の コン ピュータが視 覚芸術 に及 ぼす影 響 につい
て大 きな期待 を込 めて述 べて いる。
これ ら二 つ の意 見 は常 に技術 革新 の さい に論 じあわ れ る意見 で あ る。写真
VS絵画,テ レ ビVS映 画 のよ うに,技 術革 新 を信奉 す る側 は,つ ね に後者 は駆
逐 され るかの如 く論 じ,後 者 を擁護す る意 見 は,伝 統 と文化 をたて に前者 の持
つ軽 薄 さを指摘 す る。 しか し常 に両者 が,そ れ ぞれ の良 さを認 めあい,創 造 の
可能性 を拡 げつ づ けて成長 した こ とも事実 であ り,CADvsDESIGNも よ り
よい関係 を模 索 しつ つ成長 す るで あろ う。
3.CADの 現 状 と可 能 性
コンピュータのハ ー ドウェアの技術革新 は一時期 ほ どの驚 くべ き速度 で はな
くな ったが,す で にパ ソコ ンの主流 は32bitマシンに移行 し始 め,EWS3)の低
価格 化 と相 まってパ ー ソナルCAD4)の普及 も高 まった。
さ らに,コ ン ピュー タ業界 は,CAD/CAM/CAE市 場 が1990年度,
5000億円 の売上 に のぼ り,市 場 の拡大 が望 め るよい商売 で あるため,あ らゆ
る業種 の企業 が雪崩現象 を起 こして参入 し,コ ン ピュータ のソフ ト・ハ ー ド両
面 でバ ラバ ラな開発 競争 を続 けてい る。CADは 導入 す る企業側 のニ ーズが設
計作 業の省力化,設 計期 間の短縮,設 計者 を単純作業 か ら解放 し,創 造作 業 に
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集 中 させ るこ とな どで あるため,ソ フ トハ ウスの側で も,設 計製 図作業 の効 率
化,作 業者効率 の向上,設 計業務部 門 の効率化 を狙 い として市場 を確立 しで き
た。 しか し,こ れ ら両者 の企業 サイ ドの論理 に支 え られ てい るか ぎ り,望 まし
いCADの 進展 は遅 々 とした ものにな ろう。
CADの 導入 につ いて は,機 械 設計,電 気 ・電子 の 回路設 計 の分 野で製 図機
器 としての導入が 最 も進 んでい る。つ いで建 築分野で の導入 が活 発で あ る。 こ
の建 築 分 野 で のCADの 活 用 は,金 型,電 気 ・電 子 回路 の設計 の よ う に,
CAM/CAEに つなが る要素が 少 な く,設 計作 業 の末端 の図面処理 か ら利 用
が始 ま り,3次 元CADの 導入 に ともない,パ ース の作成,プ レゼ ンテー シ ョ
ン画像 の作成へ と発展 し,建 築 設計 という創 造活動 の中での活 用 につ いて の環
境 が ととのい,可 能性 が ひ ろが って きたた め今後 のCADの 方向 と可能性 を示
唆 す る研究が多 く行 われ る ようになった。
at(ArchitectureMagazine)5)1990.8に掲 載 され る 「3D-CG時代 の建 築 デ
ザイ ンプ ロセ ス」 に関す る記事 もその一 つで,こ れ は熊本大 学の木島 ・両角研
究 室か らの報告 で ある。 内容 は 「対話型3次 元モ デ リング システム を使 う と,
建 築設計 の展開 が どこ まで変 わ るのか,最 終 的 には伝統 的な情 報媒 体 であ る図
面 を作成す るに して も,図 面 とい う2次 元 の設計道具 を使 わず に どこまで建築
設 計が出来 るのか」 とい うことをテーマを,日 仏文化会館 の設計競技 に取 り入
れて実験 した もので,こ の実験 のシステム は,次 の ような もので ある。
・3次 元 ワー クステー シ ョン1(ソ フ トは同研究室 開発)









































コ ン セ プ ト検 討 パ ソ コン3D-CADW・S3D-CADノ ぐソコ ン2D-CAD
11月 ～1月1月15日 ～2月4日 の3週 間 で 設 計
この設計 は両指導者 と,修 士 。博 士課 程 の学生7名 とで行 われて いる。 それ
ぞれの作業 は分担 され,ミ ーテ ィング を重ね,同 時進行的 に進 め られてい るた
め設計 の課 程 はさ らに複雑 な もので あろ うことが考 え られ るが,こ れ らの設 計
課程 は設 計 の近 い未 来(現 実)を 指 し示 してい る。 そ して この ケーススタディー
で指摘 され たCADの 長所 ・欠点 ・問題 点 は次 の ような もので あろうか。
長所 として は,
・意見 を出す と数時間後 にバ リエー シ ョンがい くつか登場 す る。
・視点 を自由 に動か しなが ら透視図 を描 いて確かめられ るため,ど の案 もイメー
ジが的確 に伝 わ り,デ ザ インの方針 や評 価が確実 にチー ム内に共 有 され る。
・3次 元 モデ リングに よって各段階 にお ける設計案 の内容 が実体 的 に理解 され
るだ けに,具 体 的なアイ デアが次 々 と生 まれ,そ れ らが確 実に付加 され る。
まさ に雪 だる ま式 に設計案が成長 して い く。
・プロ ッターに図面 出力す る時 問の限界 まで設計 案 の修正 が続 け られ る。
・模型 に頼 った として短時 間に これ だけのス タデ ィーが 出来 ただ ろ うか?
な どの点 を あ げ,設 計時 間 の短縮(こ の計画 で は3WeeksDesignの思想で,
3週間で作 品 を完成 させ ることを目標 とした)が 計 れた こ と,イ メー ジの展開
が容易で,共 通 の認識 で行 われ る点 で優 れて いる ことな どをあげてい る。
また,欠 点 として は,
-37一
・CGの3次 元モ デ リング はスタイ ロフォー ムを刻 ん だの と違 って実体 感 がな
いか らイメー ジが 湧かない。
・3次 元 モデ リング空 間イ メー ジ と図面 か ら受 け るイ メー ジの違 いに驚 く。
・3次 元 モデ リングの結 果が その まま図面 になれば よいの に。
な どの点 をあ げている。 これ は,3次 元 の実在感 のあ るモ デル で,デ ザ イ ン検
討 を行 って きた従来 のデザイ ン手法 と,い か に技術 が進もうとも,デ ィス プ レー
内で立体 の シ ミュレー ションを行わ な けれ ばな らない差異で あ り,や む を得 な
い。 しか し,図 面 と3次 元CADに つ いての指摘 は,解 消が可能で ある。
そ して,「3次 元 モ デ リング が設 計者 の発想 を これ まで の呪縛 〈2次元世
界 〉か ら解放 し,ま た,空 間イ メー ジの共有 を実現 す ることによって,は るか
に創造的 なチーム デザイ ン環境 を現 出 させた。」 と結論づ けてい る。
このスタ デ ィー のなか に,今 後 のCADの 方向 と問題点 が集 約 され てい る。
この実験 の 問題 点 は,現 状 のCADの 中で,ハ ー ド ・ソフ ト両面 で,そ れ ぞれ
に使用 に適 した独立 した機 器構成 を寄 せ集め ざる をえなか った こと。裏 を返 せ
ば,こ の ような作業 を行 うCADシ ステムが確立 して いな いなかで,ア ドバ ン
ス な実験 を行 った ことであ る。
現状 のCADは,ド ラ フテ ィングCADが 開発 され,3次 元 の要請が 高 くな
るにつれ,ま た,コ ン ピュー タのハ ー ドの進展 か ら技術 的 に安価 な シス テムで
3次元表現 が可能 となった こ とな どか ら,3次 元 へ移 行す る方 向で進ん で きた。
このよ うに,ソ フ ト開発上 の都合 か らCADが 開発 されて きたのであ る。 わが
国 で は,2次 元CADに つ いて も,3次 元CADに つ いて も個 々 に取 り上 げれ
ば,CADソ フ トとしての機能 は使 用 に耐 え るレベ ル に達 して いる。 しか し,
デザイ ンの現場 で は先 の実験が示す ように3次 元 で形 を確か め,検 討 を し,た
び重 なるフ ィー ドバ ックを繰 り返 して,デ ザ イ ンコンセプ トにあった形状 の決
定 を行 ってい く。2次 元 の製図 は施工 ・製作 の為 の コ ミュニ ケーシ ョンの手段
と して描か れ るものであ り,施 工 ・製作 のた めの整 合性 を確認 す るた めの もの
一38一
であ るか ら,3次 元の データ を もとに図面 が描 けないよ うで は,シ ステム とし
ての意 味 を持 たない。
3次元CADが,図 面 システ ムを葬 りさるとい う意見 があ るよ うに,こ れ ら
の試 みが,建 築 の分野 に とどまらず,プ ロダ ク トデザ イ ンを始 めあ らゆ る分野
で試 み られ,コ ンセプ トワー ク(人 間 の造形 意志)と 造形(コ ン ピュータ によ
る形状 の表現)の 相 互や りとりで,イ メージ を形づ くってい くというデザ イン
プロセス の問題 の提 起が行 われ るこ とが望 まれ る。 デザイ ンを志向す る ものに
とって よ り有用 な,3次 元で ラ フイ メー ジを描 き,IC工 作機 によ りラフモ デ
ル で造形 の実体 が確 か め られ,よ り緻 密 なCG画 像で造形 の確 認 を行 い ,図 面
にお として行 く過程 をコン ピュータ と対 話 しシス テマ チ ック に行 うための ソフ
ト開発 の技術力 は既 にわが 国に は存在 す る。
4.テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン用CAD
この よ うに,3次 元表 現 を必 須条件 とす るCADに は,未 だ問題点が多 いが ,
2次元 表現 が 中心 とな るテキスタイルCADは,シ ス テムを構 築す る考 え方 を
導入す ることによって,十 分 に対応 で きる。
テキスタイル デザイ ンはデザ イ ンの分 野で は,『他の デザイ ンと若干お もむ き
が異 な る。 本来,繊 維 ・染色 デザイ ンは,中 間製 品の ためのデザイ ンで あ り,
これが生地 と して製 品 にな り,さ らに加 工 されて,ア パ レル ・イ ンテ リアな ど
の最終 製 品 となる。 このた め,テ キス タイルCADの システム は,テ キスタイ
ルCAD→ 加工 状態 の シ ミュレーシ ョンCADに よ るデザイ ンの確 認 とい う順
序 を取 る。
テキスタイル デザイ ンには,糸 の状態 で染色 してか ら,織 りあ げる際 に,組
織 設計 ・配色 を行 う先染 め織物(糸 染 め織物 ・YarnDyedFabric)のデザイ
ン と,製 織 の後 に色 や柄 を染 め付 け る後 染 め織物(後 染 め ・PieceDyeing,
捺染 ・Print)のデザ イ ン,ニ ッ ト ・レー ス ・刺 繍 な どのデザイ ンが ある。
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この うち,プ リン トデザ イ ン は,汎 用 のPaintingCADを使用 す る事 が,
機能 的 に優 れて い る。ペ イ ンテ ィングCADで プ リン トデザ イ ンを行 う上 で の
欠点 は,こ れ らの ソフ トが ラスタ ・グ ラフ ィックス(ピ クセルの デー タ をグ ラ
フ ィックVRAMに 記憶 させ る方式)で あるため,単 位 図形(デ ザイ ン要 素)
の拡大 ・縮小 ・変形 をす る ときに,図 形が崩 れ るこ と。 シル クス ク リー ンプ リ
ンテ ィングな どへ のカ ッテ ィング の版 をつ くるの に は向かない こ とな どで ある。
しか しそれ らの ことに我慢 をすれ ば市販 の ソフ トは非常 に操作 性 もよい。 この
長 所 を生 か して,テ キス タイル デザイ ンの分野で のCADの シス テム化 の方 向
を模 索すれ ば,CADは,デ ザ イ ンへの援用 の大 きな可能性 を持 ってい る。
パー ソナルCADが,個 々 に独 立 した設計 思想で 開発 されて いる現状 の レベ
ル を とらえ,今 後 の文化 の発 展 は,コ ンピュー タの技術 革新 や,ソ フ トプログ
ラム の拡 大 にあ るので はな く,一 人一人 の人間 の中 にあ る6)というの は,現 状
のCADを 是認 し,使 用 す る側 の創意工夫 を求 める考 え方で あ り,そ れ よ り以
前 にCADは,個 々の ソフ トとして独立 して存す るので はな く,デ ザイ ンの良
きパー トナー として,デ ザイ ンの流 れの中で のシステム として,存 しな けれ ば
ならない。
CADの 開発 の思 想 ・発 想 の転 換 を 目指 し,本 来 の創造活動 に役立 つ,さ ら
に充実 した一連 の創造活 動の 中で活用 の出来 る システム化 され た ソフ トプ ログ
ラムが 開発 され る ことが必要で あ り,こ のよ うな シス テムの出現 を願 ってい る。
現状 のCADを,パ ー ソナ ルCADは この程度 の もので ある とあ きらめ れ ば,
CADの 進 展 は有 り得 ない。 ニー ズが さ らに高 いニー ズ を呼ぶ ことはどの世 界
で も同様 であ る。
5.テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン用CADSYSTEMの 開 発
ここに報告す るシステ ムは,こ のよ うな考 え方か ら,先 染 め用 ソフ トとして
7年前 か ら試作 を始 め,先 染 め組 織 の作成,デ ザ イン作成 か ら,デ ータベー ス
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作成 を目標 として独 自に開発 したプ ログラムを中心 として,さ らにテキス タイ
ルデザイ ンか ら,そ のデザイ ンの試用 のシ ミュレー シ ョンまで を可能 にす るた
め,PaintingCAD(DynaPixVer.E)との デー タ互換,デ ザ イ ン加工(カ
ラーバ リエー シ ョンか ら試着 の状態表現 まで)が 行 えるよ うに改 良を加 え・テ
キスタイルデザ イ ンか らファ ッシ ョンデザイ ン までの行程 を統合 して表現 し,
デザ イ ンの可能性 を広 げる ことをめざ して,シ ステム化 す るための研 究 を行 っ
た もので ある。
OSは,MS-DOSVer.3.3B言 語 は,N88日本 語BASIC(86)Ver.6,0を
















2次 元 グ ラ フ ィ ツ クCADで のDATA加 工,テ キ ス タ イル デ ザ イ ン の





織物 は,経 糸(warp)と,緯糸(weft)が上下に交錯 し組織されたもので
あり,その基本 となるものは三原組織(平 織,斜 文織,朱 子織)で ある。そし
てこれらの原組織に変化を加 え,組織の混合 を行 うことによって変化組織 ・誘
導組織が多種多様 につ くり出される。
これらの織物 は一定の組織 を基本的な単位 として連続的にその組織を繰 り返
すことによって構成 されている。従来は組織の最小単位を完全組織の一循環 と
し,この一循環の糸の浮 き沈みを組織図(意 匠図)で 表わしてきた。 この組織
をCADの デー タ化するためには組織図を数値化 し,プ ログラムの中で組織配
列 としてコンピュータに記憶させればよい。プログラム上では,循 環単位 を経
糸の色でペイントし,緯糸が浮 くか沈むかをコンピュータの配列 に記憶させた










5,5は5列5段 をデータ として記憶 させ る。














伸 び 斜 文(elongatedtwi11)
曲 り斜 文(curvedtwil1)
破 れ 斜 文(brokentwill)
飛 び 斜 文(skiptwill)
山 形 斜 文(herringbone)









変 則 朱 子(irregularsatin)
ひ ろ げ 朱 子(extendedsatin)
重 ね 朱 子(doublesatin)
み か げ 朱 子(graniteweave)
ぼ か し 朱 子(shadedsatin)
昼 夜 朱 子(checkerboardsatin)
辱




混 合 組 織
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正 則 斜 子
与 斜 子DATA4,4,"001100nllOO1100".
a室 斜 子DATA6 ,6,"OOOI11000111000111111000111000111000"










模 様 斜 子DATAiz,12,"000011100mOOOOIUOOmOIliOOOOOIl101110011100001HOOI1100010000
01110旦1・100il10000i重iooiliOOOOi100011ioltiooi1}0000i11001110〔}001ii
OOlt!01i100000"









正 則 斜 文
三 枚 斜 文DATA3,3,"OOiO10100"
四 枚斜 文 一DATA4,4,"0001001001001000"
DATA4.4,"1001001101101000"
五 枚 斜 文DATA5,5,°0000iOOOiOOOiOOOiOOOiOOOO°
DATA5.5,"1100110011001t10111011100°
DATA5,5,°1010001001100100010101010"














曲 が り斜 文DATA16,8,TOOOO1111001100110001111000110011001111000110011001111000011001101
111000011001100111000011100110011000011100110011000011110011001"




飛 び 斜 文DATA4,8,"oiotooitioiooiiooiotooitoioioiio^










昼 夜 斜 文DATA8,8,"OOOIO1110010101101001101100011100i110001101100101101010011101000"
正 則 朱 子
五 枚 朱 子DATA5,5,"ooiOOOOOioiOOOOOOioiOOOO°
三 飛 八 枚DATA8,8,"001000000000010010000000000100000000001001000000000010000台000001"
五 飛 八 枚DATA8,8,"001000000000000100001000010000mOO⑰0010000100001000000000000mO"
三 飛 十 枚DATA10,10,"00100000000000010000000000001001000000000000100000000000010010000
00000000100000000000010000000000001"
七 飛 十 枚DATAio,10,°OOOOOOIOOOOOO1000000100000000000000001000000100000010000000000000
00010000001000000100000000000000001妙
変 則 朱 子DATA6,6,"000100000001010000000田0001000100000"
DATA8,8,"OO10001000010001010001001000100000100010000100010100010010001000"
ひ ろ げ 朱 子DATA10,5,°00000011000011000000000000001100001100001100000000"
DATA10,10.700000011000000001100001100000000110000000000000011000000001100001
iOOOOOOOOiiOOOOiiOOOOOOOOiiOOOOOOOO^












この プロ グラム は,当 初 シャープX1上 で稼動 す るソフ トとして開発 したが ,
NECPC-9801に移植 し,ハ イ レゾ(1120×750),ノーマ ル(640×400)の双
方に対 応 させ た。糸 の太 さの選択 も可能で あ るため,デ ィスプ レ!一上 で はハ イ
レ ゾ使 用が適 してい るが,プ リンター出力 はほぼ4倍 の画像 デー タを持 つた め,
出力 に約20分 を要 する とい う欠点が あ る(ノ ー マル時 は約7分)。
使 用で きる色 は,4096色中の12色 とす る。 これ はペ イ ン トソフ トとのデー
タ互 換 の際 に,ペ イ ン トソフ ト側が16色 中 の4色 をシス テム用の色 として使
用 して い るため,先 染 め ソフ トで は16色 の使用 が可能 で あ るが,シ ステム と
して の利 用 を考 えれ ばやむ を得 な い。 また,4096色中 の任意 の色 をつ くる場
合,ペ イ ン トソフ ト側 で はH.C,V(色 相,彩 度,明 度)に よって作成 す る方
式 を取 って いるが,CADが 通 常 のデザイ ンの手段 として使わ れ るよ うにな っ
た場 合,将 来的 に は,RGBの 光 の三 原色 の混合 の方 が理解 され易 くな るので
は と考 え,あ えてRGB混 合 によ り色 をつ くる方法 を採 用 した。
出力機器 はPC-PR801イン クジェ ッ トプ リンター を使用 す る。 インクジェッ
トプ リンター は この ような繊維 デザイ ンの繊維 の質感 を出すの には非常 に適 し
てお り,ま た この機器 が メ ンテナ ンス フ リーであ るた め,使 用 し易 い。
画 像 デー タ の出力 は,拡 張16色 カ ラーモ ー ドを使 用 す るため,16色 の16
進RGBデ ー タのプ リンター側 への 出力 と,VRAMデ ー タの転 送 を行 う。 基
本8色 のVRAM読 み込 みのプログ ラム は,文 献 等 に多 くみ られ るが,拡 張 グ
ラフ ィックモー ド時 のサ ンプルがない ため,画 素のカ ラーデー タをポイ ン ト文
















デ ー タ ベ ー ス の 作 成 は,次 の3
通 り の 方 法 を 取 る 。
(1)シ ー ケ ン シ ャ ル フ.アイ ル に よ
る 組 織,配 色,色 の 混 合 デ ー タ 。
拡 張 子.DAT.OLD
(2)色 の 混 合 デ ー タ の み の 登 録 。
拡 張 子 ℃OL
(3)画 像 の 画 素 デ ー タ 拡 張 子
.PIF
こ の プ ロ グ ラ ム は,先 染 め デ ザ
イ ン に と ど ま らず,日 本 の 伝 統 的
な 間 道,唐 棧,名 物 裂 な ど の 組 織,
配 色 な ど の 分 類,デ ー タ ベ ー ス 化
を も行 う こ と を 目 的 とす る た め,
1の デ ー タ に つ い て は 拡 張 子 を2
種 類 と し,古 代 裂,伝 統 裂 の 織 物
分 解 デ ー タ ベ ー ス 化 を 計 っ て 行 き
た い 。
1骸
3の データ は、 ダイナ ピクス との互換 を計 るための デー タで,画 像 デー タ と
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しての書 き込 み,読 み込 みが出来 るよう,ダ イナ ピクス用 にフォ7マ ッ トした
デー タで ある。
ダイナ ピクスへのデ ータ変換 は,併 せ て拡 張 カラーデ〒 タの記述 も必要 とす
るためカラーデー タの記 述形式 も合 わせ る必 要が 生ず る。ペ イ ンテ ィング ソフ
ト側 で は,0,1,14,15の 各色 を,シ ステム,マ ス クな どの色 として使 用
してい る。 この為,互 換 を はか る以前の デー タにつ いて は,色 番号 の変換 ルー
テ ィンを作成 しな けれ ばな らな い。 この作業 が,バ ラバ ラに作成 された ソフ ト
ウェアのデータ互 換 を計 る際 の問題点 であ る。
DynaPixV標 準12色デー タ
DATA"000888000FOOFAOFFOOAOOFOOFFOFAOOFFOFFCDFFFAAAFFF"
ア ンダー ラ イ ン部 シス テム使 用 色
BASIC拡 張16色デ ー タ
DATA"OOOOOFOFOOFFFOOFOFFFOFFF77700AOAOOAAAOOAOAAAOAAA"
この ようにしてペ イ ンティ ング ソフ トの フォーマ ッ トで記録 されたデ ータ は,
ビジ ュアル な加工 が容 易 に行 え るため,ソ フ トの持 つ編 集機 能,マ スク機能,
図形 のス キャナ読 み込 みな どをす るこ とに よって,生 地 のデザ インを活 か した
製 品へ のシ ミュ レー シ ョンが可能 になる。前 ペー ジに示 した図 は,テ キス タイ
ルか ら試着 の製品状態 の シ ミュレーシ ョンまで を行 うた め,先 染 め ソフ トに よ
る生地 のデザイ ン→ペ イ ン トソフ トに よるマ スク作 成→変換 データ とマ ス クの
合成 →スキ ャナ ー入 力 に よる背景 の合成 の流 れをデ ィスプ レー撮影 した もので
あ る。
この システム も,さ らに,フ レームバ ッフ ァの装着,カ ラー コ ピー機 との接
続す る ソフ トへ のデー タ変換 な どを行 い,使 用可能 となる色数 の増加,編 集機
能 の向上,印 刷 のス ピー ド化 な どを計 るた めの改 良 の余地 を多 く残 して いる。
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6.お わ りに
洋服 は型が半分,色 が半分で,色 が強 く求められる時代には服 の表面の表現
が強 く求められるためプリント柄が流行 し,服 の型が中心 となる時代には先染
めが流行するといわれている。
繊維染色のデザインでは,プ リント柄のデザインは表現が 自由であるため,
テキスタイルデザインとい うとプリン トデザインの ことを指すように受 け取ら
れ,多 くのデザイナーによってプリン ト技術の向上 も相まって,自 由奔放な表
現を用い,フ ァッショナブルなデザインが生み出された。しかし,先染め織物
のデザインはべ一 シックなデザインであり,技術的な制約がネックになり問題
が多 く,デザイナーからみてもあまり興味をひ く分野ではなかった。 しかし,
コンピュータを導入する事 によってデザインの可能性 は大幅に広がる。
色違いの糸 を縦横に交差 させて織 りあげ,縞 や格子をつ くるという先染め織
物 は織組織から必然的に発生した。そして各民族の間で受け継がれ,長 い伝統
と由緒 をもって成長 してきた。あの派手 な色柄の大格子,タ ータンチェックは
スコットラン ドの伝統的な民族意匠 として,色 や柄でそれぞれの氏族 を表わす
シンボル として用いられ,洗練 された意匠は,世界に愛好者 を拡げている。
このありふれた単純な組織から生み出される様々な先染め織物は,単 純ゆえ
の美 しさを活か し,グ レン ・チェック,ガ ンクラブ ・チェック,マ ドラス ・チェッ
ク,ギ ンガム ・チェックなどの飽 きのこない素朴な格子柄を生み出し,わ が国
でも,江戸時代のいきの文化の代表する模様 として歌舞伎の人気役者の名前が
ついた多 くの縞模様が現われた。





こ こに示す先 染 めか らデザ イ ン展開のた めのCADも,さ らに多彩 な変化 を
遂 げ,織 機 に よるデザイ ン試作 な どへの可能性 も模 索 し充実 したCADに そだ
てて行 きたい。
デザイ ンは,コ ン ピュー タの出現 に よ り,さ らに面 白 くなった。優 れた デザ
イ ンは磨 かれ た知性 と,砥 澄 まされた感 性 と,精 神 の躍 動 に よって生 み出 され
る。 コ ンピュー タの表 現技術 はさ らに進み,表 現技術 な どの制約 か ら解放 され
たデザイナー は,デ ザイ ンの面 白 さと,デ ザイ ンの難 しさに正面 か ら対峙 しな
けれ ばな らな い。 コ ンピュータ は再 び,デ ザ イ ンを面 白 くさせて くれ た。
註





イメージ,モ デリング,テ キス トなどの処理をマルチタスクでおこなわせ,エ ンジニア
リング作業を統合的に処理することを目的に開発されたコンピュータで演算能力に優れ
る。
4)ハ ー ドとソフトを含めて1000万円以下で,実用性があり,作業効率の向上を追求 した
CADをさす。ハー ドウエアは,パソコン・EWSどちらでもよい=日本パーソナルコン









・ 「N88日本 語BASIC(86)(Ver6.0)ユー ザ ー ズマ ニ ュアル 」 日本 電気
・ 「MS-DOS(Ver3.3B)ユー ザー ズ マ ニ ュア ル」 日本 電 気
・ 「PIFIIコンバ ータ ユ ーザ ー ズマ ニ ュア ル」 日本 電 気
・ 「日経CG」1990,9月 号 アパ レ ル デザ イ ン ・シ ミュ レー シ ョン ユ ー ザー研 究 日経
BP社
・竹 内 翔 「P(>9801スーパ ー チ ュー ンナ ッ プ」 ア ス キー 出版 局
・文部 省 著作 「機 織 」 実 教 出版
(1990年9月15日 受 理)
(きた お ・か ず の ぶ 大 阪 市 立 デ ザ イ ン 教 育 研 究 所)
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